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「若手教員支援に係る主幹教諭及び指導教諭の役割モデルの構築による

働き方改革への寄与に関する研究」

研究の概要

研究のポイント・成果

◆「取組事例集」や「役割モデル」の普及・活用
・作成した「取組事例集」や「役割モデル」について九州教員研修支援ネットワークに参画する大学の研究
者や教育委員会等の専門的見地から再検討し，アップ・デートを図る。

・｢取組事例集｣や｢役割モデル｣を教育委員会等に提供し，主幹教諭及び指導教諭等の研修等での活用を推進
していく 。

今後の課題

◆課題認識
・若手教員の割合増に伴い，管理職のマネジメントのもと，主幹教諭及び指導教諭が重要な役割を果たす必要がある。
・ミドルリーダーによる若手教員支援の研究が蓄積されつつあるものの，働き方改革という視点からは，「成果」だ
けでなく「効率」をも含めた「コストパフォーマンス」という観点から主幹教諭や指導教諭の支援の在り方や具体
的取組を明らかにする必要がある。

◆調査研究の目的
若手教員支援に先進的に取り組んでいる学校を訪問調査することで，働き方改革につながる主幹教諭及び指導教諭

の好事例を発掘し，役割モデルを構築することを目的とする。
・若手教員支援の働き方改革につながる取組事例を「取組事例集」として取り纏める。
・主幹教諭及び指導教諭の支援の「役割モデル」を構築する。

◆研究の方法
九州教員研修支援ネットワークを活用し，次のような調査研究を実施した。

①九州の各県教育委員会等の情報提供を踏まえた九州地区の学校
(16校)での聞き取り調査等により，主幹教諭及び指導教諭による
若手教員の働き方改革に資する支援の事例を収集

②「取組事例集」の作
成・「役割モデル」の
構築

◆研究のポイント
九州各県の教育委員会及び政令指定都市教育

委員会等から推薦された学校（義務教育課程）
を訪問し，若手教員の指導にあたり働き方改革
につながる取組を行っている主幹教諭及び指導
教諭及び若手教員の３者にインタビュー取材を
行った。調査内容を12の取組にまとめ，PM理論
等のリーダーシップ行動論の観点を参考にし，
主幹教諭及び指導教諭の支援の役割として３つ
に整理した。

◆成果
・調査研究を通して，若手教員の働き方改革につながる12事例をまとめた取組事例集を作成することができ
た。

・主幹教諭及び指導教諭の若手教員支援の「役割モデル」を構築できた。

役割１ 研究の組織づくり
組織に変化を生み出し，柔軟に変化し続けられる組織づくりを行っていく役割
役割２ 目標達成に向けた指導・支援
学校の経営ビジョンに基づき，戦略的・継続的に人材育成を推進していく役割
役割３ 働き方改革の基盤となる環境の構築
個々の教員の能力が最大限発揮できる環境を構築していく役割

【調査内容をまとめた12の取組】 【取組事例の具体的内容】


